
|桂 離 宮 の 歴 史

桂離宮は、後陽成天皇の弟 一八条宮初代智仁親王により、宮家の別荘として

建されたものである。幼少の頃より文武百般に秀でておられた親王は、17世､

初頭にこの地を得られて後、元和元年（西暦1615 年 ）頃に山荘の造営を起こ

れ、数年ほどの問に簡素のなかにも格調を保った桂山荘を完成されている。､

王の40歳台 前半の時期にあたり、古書院が建てられたものとみられる。親王:

没せられて後10年 余の間は山荘も荒廃期であったが、二代智忠親王は加賀藩

前田利常の息女富姫と結婚されて財政的な裏付けもでき、山荘の復興、増築

どに意欲的に取り組まれた。智忠親王は父君智仁親王譲りの研ぎすまされた

伺感覚をもって、寛文2年（1662 年 ）頃までに在来の建物や庭園に巧みに調和

せた中書院、さらに新御殿、月波楼、松琴亭、賞 花亭、笑意軒等を新増築さ

た。池や庭園にも手を加え、ほぼ今日に見るような山荘の姿に整えられた。=

に桂棚及び付書院で知られる新御殿や御幸道などは、後水尾上皇を桂山荘

お迎えするに当たって新改造されたものと伝えられている。八条宮家はその

ときわl･のみり　きj.うご･;のみや か･つらのみや:、常磐井宮、 京極宮 、桂宮と改称されて明治に至り、明治14 年（1881 年）

二代淑子内親王が亡くなられるとともに絶えた。寓家の別荘として維持され
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事業として助成を受け作成されたものです。

てきた桂山荘は、明治16年（1883 年 ）宮内省所管となり、柱離寓と称さ

ととなるが、創建以来永きにわたり火災に遭うこともなく、ほとんど完

建当時の姿を今日に伝えている。昭和39 年（1964 年）に農地7千㎡を買し

観保持の備えにも万全を期している。

・ 概 説

桂 離 宮 の 総 面 積 は 付 属 地 も 含 め 約6 万9 千 ㎡ 余 りで あ る 。中 央 に は 複 剥

組 む 汀 線 を もつ 池 が あ り、 大 小 五 つ の 中 島 に 土 橋 、 板 橋 、石 橋 を 渡 し 、

茶 宗 に 寄 せ て 舟 着 き を構 え 、灯 蔽 や 手 水 鉢 を 要 所 に 配 し た 回 遊 式 庭 園 と

風 の 純 日 本 風 建 築 物 と で 構 成 さ れ て い るレ 苑 路 を 進 む と 池 は 全 く姿 を

り、眼 前 に 洋 々と 広 がっ た り、 知 ら ぬ 間 に 高 み にあ っ た り、 水 辺 に あ っ
ｙ

そ の 変 化 に 驚 か さ れ る 。 ま た 切 石 と 自 然 石 を 巧 み に 利 用 し 、そ れ に Ｊ

行 、 草 に もた とえ ら れ る 延 段 や 、あ る い は 飛 石 の 変 化 を 楽 し む こ と が1

江 や 洲 浜 、 築 山 、 山 里 等 もあ り 、そ れ ぞ れ が 洗 練 さ れ た 美 意 識 で 貫 かt

に か か わ ら ず 四 季 折 々 に 映 し 出 さ れ る 自 然 の 美 に は 感 嘆 尽 き る こ と を

い 。作 庭 に 当 た り 小 堀 遠 州 は 直 接 関 与 し て い な い と す る 説 が 有 力 で あ 名

園 、建 築 と もに 遠 州 好 み の 技 法 が 随 所 に 認 め ら れ るこ とか ら 、杜 離 寓 に

影 響 を受 け た 工 匠 、造 園 師 ら の 技 と智 仁 親]ﾓ 及 び 智 忠 親 王 の 趣 味 趣 向 力

元 で 一 致 し て 結 実 し た 成 果 で あ ろ う。

きぷ･iとこ1.｡;　きjうとおろみやこ1.｡;　せんとｰ'､こ'､い｡14･jがり｡･λ:〕き4.11京 都 御 所 、 京 都 大 宮 御 所 、 仙 洞 御 所 、修 学 院 離 宮 と とも に 皇 室 川 財 が

財 産) とし て宮 内 庁 が 管 理 し て い る。
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おもてもん　みゅきもん表 門 と 御 幸 門

離宮の北側にある表門は

桂離宮の正門である。特別

の場合以外は開けられるこ

とはなく、普段の出入りは

向かって右手、穂垣に沿い

ながら少し南側に回り込ん

だ所にある黒御門が使用さ

れている。表門は、檜丸太

を門柱とし、磨き竹を縦に

かやぷききり
っま　　　あべまき

茅 葺 切 妻 屋 根 を 楕 とい う自 然 木 の 皮 付

で支えた御幸門（写真）がある。この門は、後水尾上皇をお迎えするのに

り智忠親王が造られたと伝えられるが、その後失われ、家仁親工の時に再

れた。

l掛

幸道の中はどか ら

折れ、離宮 苑内に

と、外腰掛がある。

寄棟造りの深 々と

感じの屋根を皮付

で支えるだけの吹

しであり、雪隠（便

が付いている。茶･

琴亭の待合い腰掛｡

るO 腰掛の前 を自

と切り石を巧みに配した延段が長く延び、両端を二重桝形の手水鉢と丈の

灯龍で引き締めている。対面は蘇鉄山であり、その蘇鉄は薩摩島津家から､

されたと伝えられている。

li

く扁平な石が敷き詰められ池に突き出している。先端に灯脆を据えて岬の･

に見立てて海を演出している。 また、その先の中島と石橋のつながりは、

一橋 立 に:

て た も

言 わ れ･

るO

しょうきんてい
松 琴 亭

松琴亭は、桂離宮で最も

格の高い茅葺入母屋造りの

茶室である。一本の切石を

渡した橋を渡ると松琴亭で

ある。

橋を渡る手前から松琴亭

屋根の妻に「松琴」の扁額

が 見える。後 陽成天 皇の

宸筆で、銘は拾遺集巻八雑

上の「琴の音に峯の松風通

ふらし………」の句から採

られている。にじり目の内

側は三畳台目（茶室川の畳）

の本格的な茶室で、遠州好

みの八窓の囲いである。松

琴亭外観は、東、北レ 西の

三方から眺めるとそれぞれ

に異なる風情が楽しめる。北側土廂の艦（かまど）構えと一の問の床や襖

と白の市松模様は大胆かつ柔軟な発想と創意によるもので、そのデザイン

代になおいきいきと相通ずる斬新さをもっている。

しょうかてい賞 花
亭

中島の一つで小高い丘の斜面を飛石に導かれて登ると、途中に水螢の々

つ石灯 寵があり、登りきった所に峠の茶屋風の賞花亭がある。苑内で最4

位 置にある。松琴亭と同じようにほぽ北に向かい、消夏のための小亭で

茅葺切妾屋根に皮付きの柱を川いているノ南側の竹の連子窓を通してみ･?

は深山幽逡の趣きを備えている｡



意 軒

を意 軒 は 、 切 り石 を 直

妁に 畳 ん だ 人 工 的 な

線に 面 し た 山 舎 屋 風

茶室 で あ る 。 茅 葺 寄

造り の 屋 根 に 柿 葺 の

を 付 け た 間 日 の 長 い

吻であ る 。 縁 側 のあ る

二したかし.lう|_
の間 の 腰 高 障 子 の 上

もんりんどう
園 林 堂

賞 花 亭 の 山 裾 に あ り、

ほんかわらふきほうきょうっく
本 瓦 葺 宝 形 造 り 屋 根 の

持仏堂である。今は安置さ

れているものはなく建物だ

けが残っている。離宮全体

の 雰囲気 と異質 ではある

が、またそれなりの景観で

もある。扁額は後水尾上皇

の宸筆である。

漬並びに六つの丸い下地窓を設けているが、下地の組み合せをそれぞれに違

てある。その上方に掛けられている「笑意軒」の扁額は曼殊院良恕法親王の

である。内部は襖で区切られるが、天井は一つのつながりをもっており、室

を広く見せる配慮と考えられる。跨鋸（茶庭の手水鉢）は「浮月」の名があ

、舟着場の照明用に火袋に蓋のような笠を載せた三光灯寵が置かれている。

:院 全 景 （表 紙 ）

圭離宮の中枢をなす書院群は、東から古書院、中書院、楽器の間、新御殿と、

行形に連なって立ち並んでいるノ占‘書院には、池に面して月見台が設けられ、

書院は、一の間、二の間、lその間からなり、楽器の間は楽器などを格納して

たところである。新御殿は、智忠親工が後水尾上皇をお迎えするために増築

さ れ た 建 物 で あ るいｰ･ の 間 の 南 に 櫛 型 窓

の 付 書 院を そ な え 、そ の 脇 に 棚 板 、地 袋 、

袋 棚 を 巧 み に 組 み 合 わ せ た 桂 棚 （写 真 ）

と呼 ば れ る 違 い 棚 が あ る 。 こ の 棚 は 、 修

学 院 離 宮 の 霞 棚 レ ・
‥ﾐ‘
示:|院の 醍 醐 棚 と と も

に 天 下 の 三 棚 と 称 さ れ て い る。

な お 、 昭 和51 年 ７ 月 か ら 平 成 ３ 年 ３

月 に か け て 各 書 院 及 び 茶 室 の 解 体 大 修 理

が 行 わ れ た 。

うきみこ1.1月 見 台

月を観賞 するために、

行賞乍で作られて
いる。

古書院二の問の正面、広縁から池に突き出す

月見はいうまでもないが、苑内の主要な景観が

き、納涼の設備としても申し分ない。

けっぱろう月 波 楼

月波楼は古書院に

近い池辺の高みに建

つ茶亭で、正面中央

を広い土間にして開

放的である。月を見

るのによい位置にあ

り、土問の右手の部

屋は、池を眺めて見

ｋ

晴らしが良く、土間の奥の座敷から北を見ると池は隠れて見えない趣向’

化粧屋根裏の竹の垂木が舟の底のような形に組んである。

御 輿 寄

書院の玄関であり、前庭は

覆われている。中門から切り

き詰めた延段が御輿寄に向け

ているが、今までの苑路には

なかった切り石の堅さのある

更に石段を四段上がると一枚

きな沓脱がある。六人の沓を

れることから「六つの沓脱JJ
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■ 桂 離 宮 の 歴 史

桂離宮は、後陽成天皇の弟・八条宮初代智仁親王により、宮家の別荘として

創建されたものである。幼少の頃より文武百般に秀でておられた親王は、17世

紀初頭にこの地を得られて後、元和元年（西暦1615 年 ）頃に山荘の造営を起こ

され、数年ほどの間に簡素のなかにも格調を保った桂山荘を完成されている。

親王の40 歳台前半の時期にあたり、古書院が建てられたものとみられる。親王

が没せられて後10年 余の間は山荘も荒廃期であったが、二代智忠親王は加賀藩

主前田利常の息女富姫と結婚されて財政的な裏付けもでき、山荘の復興、増築

などに意欲的に取り組まれた。智忠親王は父君智仁親王譲りの研ぎすまされた

美的感覚をもって、寛文2年（1662 年 ）頃までに在来の建物や庭園に巧みに調和

させた中書院、さらに新御殿、月波楼、松琴亭、賞花亭、笑意軒等を新増築さ

れた。池や庭園にも手を加え、ほぼ今日に見るような山荘の姿に整えられた。

特に桂棚及び付書院で知られる新御殿や御幸道などは、後水尾上皇を桂山荘

にお迎えするに当たって新改造されたものと伝えられている。八条宮家はその

ときい:1 61〕みつ　きjうこべJ】みやかつ=’ぷ】みで後、常磐井宮、京極宮 、桂宮と改称されて明治に至り、明治14 年（1881 年 ）

十二代淑子内親王が亡くなられるとともに絶えた。宮家の別荘として維持され

このパンフレットは、宝 くじの社会貢献広報

事業として助成を受け作成されたものです。

てきた桂山荘は、明治16 年（1883 年）宮内省所管となり、桂離

ととなるが、創建以来永きにわたり火災に遭うこともなく、ほ

建当時の姿を今日に伝えている。昭和39 年（1964 年）に農地7↑

観保持の備えにも万全を期している。

・ 概 説

桂 離 寓 の 総 面 積 は 付 属 地 も 含 め 約6 万9 千 ㎡ 余 り で あ る 。 中 火

組 む 汀 線 を も つ 池 が あ り 、 大 小 五 つ の 中 島 に 上 橋 、 板 橋 、 石 摺

茶 室 に 寄 せ て 舟 着 き を 構 え 、 灯 寵 や 手 水 鉢 を 要 所 に 配 し た 回 遊

風 の 純 日 本 風 建 築 物 と で 構 成 さ れ て い る レ 苑 路 を 進 む と 池 は

り 、 眼 前 に 洋 々 と 広 が っ た り 、 知 ら ぬ 間 に 高 み に あ っ た り 、 水j?

そ の 変 化 に 驚 か さ れ る 。 ま た 切 石 と 自 然 石 を 巧 み に 利 用 し 、

行 、 草 に も た と え ら れ る 延 段 や 、 あ る い は 飛 石 の 変 化 を 楽 し む

汪 や 洲 浜 、 築 山 、 山 里 等 も あ り 、 そ れ ぞ れ が 洗 練 さ れ た 美 意 騎

に か か わ ら ず 四 季 折 々 に 映 じ 出 さ れ る 自 然 の 美 に は 感 嘆 尽 き

い 。 作 庭 に 当 た り 小 堀 遠 州 は 直 接 関 与 し て い な い と す る 説 がｲj

同 、 建 築 と も に 遠 州 好 み の 技 法 が 随 所 に 認 め ら れ る こ と か ら 、

影 響 を 受 け た 工 匠 、 造 園 師 ら の 技 と 智 仁 親｣ﾓ 及 び 智 忠 親 王 の 趣

元 で 一 致 し て 結 実 し た 成 果 で あ ろ う 。
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陽成天皇の弟・八条宮初代智仁親王により、宮家の別荘として

であ る 。幼 少 の 頃 よ り文 武 百 般 に 秀 で て お ら れ た 親 王 は 、17 世

を得 ら れて 後 、元 和 元 年 （西 暦1615 年 ）頃 に 山荘 の 造 営 を 起 こ

の間 に 簡 素 の な か に も格 調 を 保 っ た 桂 山荘 を 完 成 さ れ て い る。

iI
μい゛
=~･　八･半 の 時 期 に あ た り、古 書 院 が 建 て ら れ た も の と み ら れ る 。 親 王10

年 余 の 間 は 山荘 も荒 廃 期 で あ っ た が 、 二 代 智 忠 親 王 は 加 賀 藩､

女 富 姫 と結 婚 さ れ て 財 政 的 な 裏 付 け もで き、山 荘 の 復 興 、増 築

取 り組 まれ た 。 智 忠 親 王 は 父 君 智 仁 親 王 譲 り の研 ぎす まさ れ た

て、寛 文2 年 （1662 年 ）頃 まで に 在 来 の 建 物 や 庭 園 に 巧 み に 調 和

ごてλ　lf ･･」ほろう　LようきλてI､･　し1うかでI､･　しょう
ぃけλ

さらに 新 御 殿 、 月 波 楼 、松 琴 亭 、賞 花 亭 、笑 意 軒 等 を 新 増 築 さ

に も手 を加 え 、ほ ぼ 今 日 に 見 る よ う な 山 荘 の 姿 に 整 え ら れ た 。t

書 院で 知 ら れ る 新 御 殿 や 御 幸 道 な ど は 、後 水 尾 上 皇 を 桂 山 荘

当 たっ て 新 改 造 さ れ た もの と 伝 え ら れ て い る。 八 条 宮 家 は そ の

京 極宮 、 桂 宮 と 改 称 さ れ て 明 治 に 至 り 、明 治14 年 （1881 年 ）1

王が 亡 くな ら れ る とと もに 絶 え た 。宮 家 の 別 荘 と し て 維 持 さ れ
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助成を受 け作 成されたものです。

てきた桂山荘は、明治16年（1883 年）宮内省所管となり、桂離宮と称されるこ

ととなるが、創建以来永きにわたり火災に遭うこともなく、ほとんど完全に創

建当時の姿を今日に伝えている。昭和39 年（1964 年川 こ農地7千㎡を買い上げ景

観保持の備えにも万全を期している。

■ 概 説

桂 離 宮 の 総 面 積 は 付 属 地 も 含 め 約6 万9 千 ㎡ 余 りで あ る 。中 央 に は 複 雑 に 入 り

組 む 汀 線 を もつ 池 が あ りレ 大小 五 つ の 中 島 に 土 橋 、板 橋 、石 橋 を渡 し 、書 院 や

茶 室 に 寄 せ て 舟 着 きを 構 え 、灯 龍 や 手 水 鉢 を 要 所 に 配 し た 回 遊 式 庭 園 と 数 寄 屋

風 の 純 日 本 風 建 築 物 と で 構 成 さ れ て い る 。 苑 路 を 進 む と 池 は 全 く 姿 を 消 し た

り 、眼 前 に洋 々 と 広 が っ た り、知 らぬ 間 に 高 み に あ っ た り、水 辺 に あ っ た り し て

そ の 変 化 に 驚 か さ れ る 。 ま た 切 石 と自 然 石 を 巧 み に 利 用 し 、 そ れ に よ り 真 、

行 、草 に も た と え ら れ る 延 段 や 、あ る い は 飛 石 の 変 化 を 楽 し む こ と が で き、 入

江 や 洲 浜 、築 山 、山 里 等 もあ り、 そ れ ぞ れ が 洗 練 さ れ た 美 意 識 で 貫 か れ 、晴 雨

に か か わ ら ず 四 季 折 々 に 映 し 出 さ れ る 自 然 の 美 に は 感 嘆 尽 き るこ と を 知 ら な

い 。作 庭 に 当 た り 小 堀 遠 州 は 直 接 関 与 し て い な い と す る 説 が 有 力 で あ る が 、
庭

園 、建 築 と も に 遠 州 好 み の 技 法 が 随 所 に 認 め ら れ るこ と か ら 、桂 離 宮 は 遠 州 の

影 響 を受 け た 工 匠 、造 園 師 ら の 技 と 智 仁 親 王 及 び 智 忠 親 玉 の 趣 味 趣 向 が 高 い 次

元 で 一 致 し て 結 実 し た 成 果 で あ ろ う。

きjうとこ･Lj　きj ‘･･と・よみやこ･1.1　せ｡’･､とうこ･!､1　14うかく;･､Iい･1きa XI京 都 御 所 、京 都 大 宮 御 所 、仙 洞 御 所 、 修 学 院 離 宮 と と もに 皇 室 用 財 産 （ 国 有

財 産 ）と し て 宮 内 庁 が 管 理 し て い る 。
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おもてもん　 みゅきもん表 門 と 御 幸 門

離宮の北側にある表門は

桂離宮の正門である。特別

の場合以外は開けられるこ

とはなく、普段の出人りは

向かって右手、穂垣に沿い

ながら少し南側に回り込ん

だ所にある黒御門が使用さ

れている。表門は、檜丸太

を門柱とし、磨き竹を縦に

隙間なく打ち並べてある。その少し奥に茅葺切妻屋根を桔という自然木の皮付

丸太で支えた御幸門（写真）がある。この門は、後水尾上皇をお迎えするのに

当たり智忠親王が造られたと伝えられるが、その後失われ、家仁親王の時に再

建された。

そとこし かけ外 腰 掛

御 幸道の中ほ どから

左に折 れ、離宮 苑内に

入ると、外腰掛がある。

茅葺寄棟 造りの深 々と

した感じの屋 根を皮 付

丸太で支えるだけの吹

き放しであり、雪|隠（便

所）が付いてい る。 茶

室松琴亭の待合い腰掛

である。腰掛 の前を白

然石ど切り石を巧みに配した延段が長く延び、両端を二重桝形の手水鉢と丈の

低い灯龍で引き締めている。対面は蘇鉄山であり、その蘇鉄は薩摩島津家から

献上されたと伝えられている。

洲 浜

黒く扁平な石が敷き詰められ池に突き出している。先端に灯龍を据えて岬の

灯台に見立てて海を演出している。また、その先の中島と石橋のつながりは、

人の橋立に

見立てたも

のと言われ

ている。

しょ うきんてい
松 琴 亭

松琴亭は、桂離宮で最も

格の高い茅葺入母屋造りの

茶室である。一本の切石を

渡した橋を渡ると松琴亭で

ある。

橋を渡る手前から松琴亭

屋根の妻に「松琴」の扁額

が 見える。後 陽成天皇 の

宸筆で、銘は拾遺集巻八雑

上の「琴の音に峯の松風通

ふらし………」の句から採

られている。にじり口の内

側は三畳台日（茶室川の畳）

の本格的な茶室で、遠州好

みの八窓の囲いである。松

琴亭外観は、東、北、丙の

三方から眺めるとそれぞれ

に異なる風情が楽しめる。北側土廂の廬（かまど）構えと一び

と自の市松模様は大胆かつ柔軟な発想と創意によるもので、・

代になおいきいきと相通ずる斬新さをもっている。

しょうかでい賞 花
亭

中島の一つで小高い丘の斜面を飛石に導かれて登ると、途l

つ石灯寵があり、登りきった所に峠の茶Ｍ風の賞花亭がある。

位置にある。松琴亭と|可じようにほぽ北にlfljかい、消夏のた

茅葺切妻屋根に皮付きの柱をJI｣いているノ|打側の竹の連子窓;

は深山幽逡の趣きを備えている。



しょういけん笑 意 軒

笑意軒は、切り石を直

線的に畳んだ人工的な

汀線に面した田舎屋風

の茶室である。茅葺寄

棟造りの屋根に柿葺の

廂 を付けた間口の長い

建物である。縁側のあるLj

の間の腰高障子の上

おんりんどう
園 林 堂

賞 花 亭 の 山 裾 に あ り 、

じんかわらぷきじうぎょうっく
本 瓦 葺 宝 形 造 り 屋 根 の

持 仏 堂 で あ る 。 今 は 安 置 さ

れ て い る も の は な く 建 物 だ

け が 残 っ て い る 。 離 宮 全 体

の 雰 囲 気 と 異 質 で は あ る

が 、 ま た そ れ な り の 景 観 で

も あ る 。 扁 額 は 後 水 尾 上 皇

の 宸 筆 で あ る 。

に横並びに六つの丸い下地窓を設けているが、下地の組み合せをそれぞれに違

えてある。その上方に掛けられている「笑意軒」の扁額は曼殊院良恕法親王の

筆である。内部は襖で区切られるが、天井は一つのつながりをもっており、室

内を広く見せる配慮と考えられる。跨距（茶庭の手水鉢）は「浮月」の名があ

る。舟着場の照明用に火袋に蓋のような笠を載せた三光灯龍が置かれている。

書 院 全 景 （表 紙 ）

桂離寓の中枢をなす書院群は、東から古書院、中書院、楽器の問、新御殿と、

雁行形に連なって立ぢ並んでいるノ占書院には、池に面して月見台が設けられ、

中書院は、一の問、二の間、三の間からなり、楽器の間は楽器などを格納して

いたところである。新御殿は、智忠親王が後水尾上皇をお迎えするために増築

された建物である。一の間の南に櫛型窓

の付書院をそなえ、その脇に棚板、地袋、

袋棚を巧みに組み合わせた桂棚（写真）

と呼ばれる違い棚がある。この棚は、修

学院離宮の霞棚、三宝院の醍醐棚ととも

に天下の三棚と称されている。

なお、 昭和51 年 ７月か ら平 成３年３

月にかけて各書院及び茶室の解体大修理

が行われた。

月 見 台

月を観賞するために、古書院二の問の正面、広縁から池に

竹簑子で作られている。月見はいうまでもないが、苑内のjﾐjS

き、納涼の設備としても申し分ない。

けっぱろう月 波 楼

月波楼は古書院に

近い池辺の高みに建

つ茶亭で、正面中央

を広い上問にして開

放的である。月を見

るのによい位置にあ

り、土間の右手の部

屋は、池を眺めて見

恥

晴らしが良く、土間の奥の座敷から北を見ると池は隠れて見え

化粧屋根裏の竹の垂木が舟の底のような形に組んである。

もこし よせ御 輿 寄

書院の玄関であり

覆われている。中門

き詰めた延段が御棟

ているが、今までの

なかった切り石の堅

更に石段を四段上力

きな沓脱がある。六

れることから「六つ、
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